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①掛川城
室町時代、駿河守護の今川氏の命により家
臣朝比奈氏によって築城されたのが掛川城
のはじまりです。その後、現在の地に移され、
戦国時代には山内一豊が天守の普請ととも
に城域拡大と城下町を整備しました。

②掛川城二の丸御殿
安政の大地震（1854）で倒壊した後に造ら
れた御殿で、藩主の公邸、藩の役所、式典
などに使われました。全国に数カ所しかない
城郭御殿として、国の重要文化財に指定さ
れています。

③掛川古城と龍華院大猷院霊屋
室町時代、掛川城として最初に築かれ、中
世城郭の姿を伝えるのが掛川古城です。
本曲輪には、明暦2年（1656）、時の藩主北
条氏重が建立した三代将軍家光を祀る霊
廟があり、文政5年（1822）に再建され、現
在、県の有形文化財に指定されています。

④竹の丸
山内一豊による城郭整備に伴い拡張された
曲輪です。明治36年（1903）、江戸時代から
続く葛布問屋松本家の本宅が建てられまし
た。建物の随所に意匠が凝らされた近代和
風建造物として保存、整備を経て一般公開
されています。

⑤大日本報徳社
金次郞像で著名な二宮尊徳が唱えた報徳
の普及を行う報徳社の本社です。国の重要
文化財の大講堂をはじめ、仰徳記念館、淡
山翁記念報徳図書館など貴重な近代和風
建築から成る歴史的建造物群の宝庫です。

⑥二の丸美術館
江戸から明治にかけてのたばこ道具・印籠・
刀装具などの細密工芸品と、横山大観・東
山魁夷をはじめとする近代日本画の巨匠の
作品を収蔵、公開する和風建築の美術館
です。特にたばこ道具は全国有数のコレク
ションを誇ります。

⑦ステンドグラス美術館
19世紀イギリス、ヴィクトリア時代のステンド
グラス70点余りを収蔵、公開する世界的にも
大変珍しい美術館です。陽光とステンドグラ
スが織りなす光の交響曲をお楽しみいただ
けます。

⑧松ケ岡
江戸時代末期に建てられた掛川藩御用商
人山﨑家の住宅と屋敷地です。主屋と蔵な
どから成る建物群、堀に囲まれた屋敷地、
往事の豪商の屋敷構えが良好に保存されて
います。毎月第4土曜日の午前10時から午
後3時まで、一般公開されています。

⑨円満寺山門（掛川城蕗の門）
元、掛川城内堀（蓮池）畔にあった四脚門
で、明治5年（1872）、西町の円満寺に移築
されました。大手門から本丸・二の丸などの
城の要所に至る道筋にあり、小規模ながら
重要な門でした。柱の下2尺5寸（約76ｃｍ）
切り取って山門にしたと云われています。

⑩掛川城大手門と大手門番所
安政の大地震（1854）で倒壊、平成7年
（1995）に元の場所の北50mの現在地に再
建されました。楼門造りで、掛川城の表玄
関にふさわしい勇壮な門です。門の奥には、
城内の出入りを監視する番所が保存されて
います。

⑪十九首塚
天慶2年（939）古代史上最大の内乱、平将
門の乱により、朝廷軍に討伐された将門と
18人の首級が埋葬されたと伝わる首塚で
す。永禄5年（1562）、井伊直虎の許嫁であっ
た井伊直親が殺害された場所とも云われて
います。

⑫池辺神社八幡宮社
十九首に首塚とともに祀られていた八幡宮
でしたが、17世紀末から18世紀初頭に大池
地区の池辺神社に分祀されました。池辺神
社の北にある二つ池の池面に突き出た半島
部に鎮座しています。分祀には井伊家の関
与が想定されます。
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と
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な
お
む
ね

直
宗

な
お
も
り

直
盛
（
桶
狭
間
の
戦
い﹇
一
五
六
〇
﹈で
戦
死
）

な
お
と
ら

直
虎（

亀
之
丞
）

（
一
五
三
五
〜
一
五
六
二
）

（
一
五
四
四
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一
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二
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（
一
五
九
〇
〜
一六
六
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）

養
母

（
次
郎
法
師
）（
生
年
不
明
〜
一
五
八
二
）

殺
害

（
一
五
四
四
）

殺
害

な
お
み
つ

直
満

な
お
ち
か

直
親

許
嫁

な
お
ま
さ

直
政
徳
川
四
天
王
、高
崎
藩
主
、彦
根
藩
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な
お
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直
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（
一
五
九
〇
〜
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五
九
）

（
彦
根
藩
主
）

【
掛
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】
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直
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生
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〜
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七
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十
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五
九
〜
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七
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な
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武
生
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〇
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九
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〜
一
七
一
五
）

十
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城
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七
二
〜
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四
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な
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も
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（
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九
四
〜
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七
〇
五
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な
お
の
り

直
矩
生
没（
一六
九
四
〜
一
七
四
二
）

二
十
一
代
城
主

（
一
七
〇
五
〜
一
七
〇
五
）

与
板
藩
主

養
子

な
お
す
け

直
弼
（
一八一
五
〜
一八
六
〇
）　
　

殺
害（
一
五
六
二
）

23

25

【
掛
川
城
主
】

　
今
か
ら
４
５
０
年
程
前
の
戦
国
時
代
後
半
、
掛
川
城
下
に
お
い
て
、
と
あ
る
武
将
が
殺
害
さ
れ
る
事

件
が
起
き
ま
し
た
。
そ
の
武
将
の
名
は
井
伊
直
親
、
後
に
徳
川
幕
府
開
幕
の
礎
と
な
っ
た
徳
川
四
天
王

の
一
人
、
井
伊
直
政
の
父
親
で
し
た
。

　
井
伊
直
親
の
井
伊
家
は
、
浜
松
市
引
佐
地
方
の
井
伊
谷
周
辺
を
本
拠
と
し
、
古
代
豪
族

を
端
緒
と
す
る
名
門
の
武
士
で
し
た
が
、
今
川
氏
、
徳
川
氏
、
武
田
氏
と
い
う
当
時

の
巨
大
勢
力
の
狭
間
に
あ
り
、
そ
の
家
運
は
巨
大
勢
力
に
翻
弄
さ
れ
、
ま
さ
に

風
前
の
灯
火
で
し
た
。
名
門
井
伊
家
の
血
筋
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
手
腕
を
ふ

る
っ
た
の
が
、
井
伊
直
親
の
許
嫁
と
さ
れ
る
ヒ
ロ
イ
ン
井
伊
直
虎
で
す
。

　
ヒ
ロ
イ
ン
直
虎
と
掛
川
の
直
接
的
な
関
係
は
見
い
出
せ
ま
せ
ん
が
、
掛
川
城
下
で

起
き
た
井
伊
直
親
殺
害
事
件
、
殺
害
場
所
と
も
さ
れ
る
十
九
首
、
江
戸
時
代
に
掛
川
藩
主
と
な
っ
た

井
伊
家
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
ロ
ー
グ

　
戦
国
時
代
、
井
伊
谷
を
含
む
遠
江
は
、
そ
の
覇
権
を
め
ぐ
っ
て
今
川
氏
と
斯
波
氏
が
争
っ
て
い
ま
し
た
。
井
伊
氏
は
天
野
・

奥
山
氏
な
ど
と
同
様
、
今
川
氏
と
斯
波
氏
の
戦
い
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
し
た
た
か
に
領
地
を
支
配
、
経
営
す
る
国
人
も
し

く
は
国
衆
な
ど
と
呼
ば
れ
る
在
地
領
主
で
し
た
。

　
遠
江
守
護
が
斯
波
氏
か
ら
今
川
氏
に
代
わ
り
、
今
川
氏
が
遠
江
支
配
を
盤
石
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
遠
江
を
揺
る

が
す
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
永
禄
３
年
（
１
５
６
０
）
桶
狭
間
の
戦
い
で
、
今
川
氏
の
当
主
義
元
が
織
田
信
長
に
討
た
れ
た

こ
と
に
よ
り
遠
江
は
混
乱
状
態
に
陥
り
、
今
川
氏
に
反
旗
を
翻
す
在
地
領
主
も
出
て
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
頃
、新
た
に
井
伊
家
の
当
主
と
な
っ
た
直
親
は
、遠
江
を
手
中
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
三
河
の
松
平
元
康（
徳
川
家
康
）

か
ら
、
今
川
氏
を
見
限
り
徳
川
に
付
く
よ
う
誘
い
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
康
に
と
っ
て
井
伊
氏
を
は
じ
め
と
す
る

有
力
在
地
領
主
を
味
方
に
付
け
る
こ
と
は
、
遠
江
を
手
中
に
お
さ
め
る
上
で
非
常
に
有
効
な
手
立
て
で
あ
り
、
家
康
は
積
極

的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

井
伊
直
親
殺
害
と
そ
の
背
景

　
井
伊
直
親
を
殺
害
し
た
掛
川
城
主
の
朝
比
奈
泰
朝
と
は
、
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
朝
比
奈
氏
は
現
在
の
焼

津
市
と
藤
枝
市
周
辺
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
に
活
躍
し
た
和
田
義
盛
の
三
男
の
後
裔
と
も
さ
れ
ま
す
が
不
明
な
点

も
多
く
、
そ
の
後
の
朝
比
奈
氏
に
は
い
く
つ
か
の
系
統
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
比
奈
氏
が
歴
史
上
に
確
実
に
現
れ

る
の
は
16
世
紀
初
め
頃
で
、
今
川
氏
の
命
に
よ
り
朝
比
奈
泰
煕
（
初
代
）
が
掛
川
古
城
を
築
城
し
ま
し
た
。

　
二
代
泰
能
の
時
、
古
城
か
ら
現
在
の
地
に
新
た
に
掛
川
城
を
移
し
、
東
遠
江
の
要
に
な
る
と
と
も
に
今
川
氏
の
隆
盛
を
支

え
る
重
臣
と
な
り
ま
し
た
。

　
泰
能
の
跡
を
継
い
だ
の
が
三
代
泰
朝
で
す
。
泰
能
の
代
、
永
禄
３
年
（
１
５
６
０
）
桶
狭
間
の
戦
い
で
今
川
義
元
が
倒
さ

れ
る
と
今
川
氏
の
隆
盛
に
も
翳
り
が
見
え
始
め
、
永
禄
11
年
（
１
５
６
８
）
つ
い
に
武
田
信
玄
が
今
川
氏
の
駿
府
に
侵
攻
、

駿
府
を
追
わ
れ
た
今
川
氏
真
（
義
元
の
子
）
は
朝
比
奈
泰
朝
を
頼
っ
て
掛
川
城
に
逃
げ
込
み
ま
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
時
、

武
田
信
玄
と
徳
川
家
康
は
今
川
領
分
割
の
密
約
を
結
び
、
大
井
川
を
境
に
し
て
東
を
武
田
氏
が
、
西
を
徳
川
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

掛
川
城
主
朝
比
奈
泰
朝

　
そ
ん
な
不
穏
な
動
き
に
対
し
、
今
川
氏
は
井

伊
氏
に
謀
反
の
嫌
疑
を
掛
け
ま
す
。
永
禄
５
年

（
１
５
６
２
）
直
親
は
謀
反
の
意
思
が
な
い
旨

の
申
し
開
き
の
た
め
に
今
川
氏
の
本
拠
、
駿
府

に
向
か
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
駿
府
に
向
か

う
途
中
の
掛
川
城
下
で
、
今
川
氏
重
臣
の
掛
川

城
主
朝
比
奈
泰
朝
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
以
前
に
も
今
川
氏
に
謀
反
を
疑
わ

れ
た
直
親
の
父
直
満
と
叔
父
直
義
が
駿
府
に
て

殺
害
（
自
害
）、
直
虎
の
父
直
盛
は
桶
狭
間
で

戦
死
、
相
次
ぐ
当
主
の
死
に
よ
り
井
伊
家
は
お

家
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
一
連
の
今
川
氏
に
よ
る
井
伊
家
当
主
の

誅
殺
に
つ
い
て
は
、
今
川
氏
が
遠
江
支
配
の
た

め
に
井
伊
家
の
駆
逐
も
し
く
は
弱
体
化
を
狙
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
井
伊
家
の
後
継

を
め
ぐ
る
内
部
抗
争
が
関
係
し
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
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井
伊
直
親
の
殺
害
場
所
に
つ
い
て
は
十
九
首
と
も
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
は
平
将
門
に
ま
つ
わ
る
首
塚
伝
説
が
残
さ

れ
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　
首
塚
伝
説
の
発
端
と
も
な
っ
た
平
将
門
の
乱
と
は
、
天
慶
２
年
（
９
３
９
）
に
起
き
た
古
代
史
上
最
大
の
内
乱
で
す
。
平

将
門
は
一
族
内
で
の
抗
争
を
経
て
関
東
の
地
で
常
陸
・
下
野
・
上
野
の
国
府
を
攻
め
落
と
し
、
新
皇
と
称
し
て
京
の
朝
廷
に

対
立
す
る
新
政
権
を
打
ち
立
て
た
の
で
す
。
乱
は
朝
廷
軍
に
よ
っ
て
鎮
圧
、平
将
門
は
討
伐
さ
れ
、そ
の
首
級
は
京
に
運
ば
れ
、

洛
中
に
お
い
て
獄
門
と
な
り
ま
し
た
。

　
京
都
に
お
い
て
獄
門
に
晒
さ
れ
た
将
門
の
首
級
は
、
将
門
の
故
地
、
下
総
国
猿
島
（
茨
城
県
坂
東
市
）
へ
と
向
か
っ
て
飛

び
立
ち
、
途
中
で
力
尽
き
落
下
し
た
の
が
各
地
に
伝
わ
る
将
門
の
首
塚
で
す
。
将
門
の
首
塚
と
し
て
は
、

東
京
の
大
手
町
に
あ
る
将
門
塚
が
最
も
有
名
で
す
が
、
京
都
以
東
に
は
将
門
の
首
塚
・
胴
塚
と
伝
わ
る

も
の
が
15
箇
所
程
分
布
し
て
い
ま
す
。

　
将
門
の
首
塚
の
多
く
は
、
斬
首
さ
れ
た
胴
を
求
め
空
飛
ぶ
首
が
力
尽
き
て
落
ち
た
所
が
首
塚
と
さ
れ

た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
中
、
掛
川
の
十
九
首
の
首
塚
は
敵
将
の
藤
原
秀
郷
に
よ
っ
て
埋
葬
さ
れ

た
と
さ
れ
る
も
の
で
す
。
平
将
門
の
首
級
を
下
総
国
か
ら
京
に
運
ぼ
う
と
し
た
藤
原
秀
郷
は
、
下
向
し

て
き
た
朝
廷
の
使
者
と
掛
川
で
出
会
い
、
使
者
か
ら
首
級
を
う
ち
捨
て
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
と
さ
れ

ま
す
。
朝
敵
と
は
言
え
武
人
の
首
級
を
粗
末
に
扱
う
こ
と
を
偲
び
難
く
思
っ
た
秀
郷
は
、
将
門
と
18
人

の
武
士
の
首
を
手
厚
く
埋
葬
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
埋
葬
地
が
十
九
首
、
や
が
て
平
将
門
の
首
塚
と
し
て

伝
わ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
乱
の
顛
末
を
記
し
た
『
将
門
記
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
将
門
は
じ
め
19
人
の
首
級
が
十
九
首
に
埋
葬
さ

れ
た
と
い
う
記
述
は
な
く
、
東
国
で
の
斬
首
の
後
、
首
級
は
京
都
に
運
ば
れ
そ
こ
で
獄
門
に
処
せ
ら
れ

十
九
首
と
平
将
門
の
首
塚
伝
説

　
十
九
首
と
し
て
の
地
名
は
、い
つ
ご
ろ
か
ら
存
在
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）
に
記
さ
れ
た
『
下

股
村
検
地
帳
』
に
は
「
十
九
首
」
の
地
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
検
地
と
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
行
わ
れ
た
田
畑
の
面

積
と
収
量
の
調
査
の
こ
と
で
、
検
地
帳
と
は
現
在
の
課
税
台
帳
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
十
九
首
に
は
最
初
に

十
九
首
権
現
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）
に
十
九
首
八
幡
宮
へ
と
神
体
が
換
わ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
具
体
的
な
平
将
門
や
首
塚
に
関
す
る
記
述
は
な
い
も
の
の
、
遅
く
と
も
戦
国
時
代
末

期
に
は
「
十
九
首
」
と
呼
ば
れ
る
地
名
が
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
十
九
首
の
神
体
が
権
現
か
ら
八
幡
宮
へ
換
わ
っ
た
理
由
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
将
門
が
新
皇
を
名
乗
っ

た
際
、
八
幡
大
菩
薩
か
ら
皇
位
を
授
か
っ
た
と
さ
れ
、
将
門
と
八
幡
宮
と
の
浅
か
ら
ぬ
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
八
幡
宮
に
祀
ら
れ
る
八
幡
神
は
、
応
神
天
皇
の
神
霊
、
皇
祖
神
と
さ
れ
、
平
安
時
代
後
期
以
降
に
は
武
家

か
ら
武
神
（
武
運
の
神
）
と
し
て
、
朝
廷
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
一
般
庶
民
に
至
る
ま
で
多
く
の
崇
敬
を
集
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
神
仏
習
合
に
よ
り
八
幡
大
菩
薩
と
し
て
、
日
本
各
地
の
神
社
内
に
神
宮
寺
と
し
て
祀
ら
れ
広
ま
り
、
十
九
首

権
現
も
八
幡
神
の
信
仰
拡
大
に
伴
い
権
現
か
ら
十
九
首
八
幡
宮
に
換
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
時
代
を
経
て
江
戸
時
代
の
17
世
紀
末
か
ら
18
世
紀
初
頭
の
頃
、
十
九
首
八
幡
宮
は
分
祀
さ
れ
、
首
塚
は
十
九
首
の
地

で
祀
ら
れ
続
け
る
の
で
す
が
、
八
幡
宮
が
逆
川
沿
い
に
あ
り
川
の
侵
食
を
避
け
る
た
め
大
池
地
区
の
池
辺
神
社
に
遷
座

さ
れ
ま
し
た
。
池
辺
神
社
の
北
に
は
二
つ
池
と
呼
ば
れ
る
池
が
あ
り
、
現
在
で
も
池
面
に
突
き
出
し
た
半
島
部
に
八
幡

宮
を
祀
る
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

十
九
首
の
歴
史

　
こ
の
分
祀
と
遷
座
時
期
は
、
掛
川
藩
に
お
い
て
藩
主
が
北
条
家
か
ら
井
伊
家
に
代
わ
っ
た
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
井

伊
家
は
、
万
治
２
年
（
１
６
５
９
）
か
ら
四
代
半
世
紀
近
く
に
わ
た
り
掛
川
藩
主
を
務
め
ま
し
た
。
最
初
に
掛
川
藩
主

と
な
っ
た
井
伊
直
好
は
、
父
の
直
勝
と
と
も
に
上
野
安
中
藩
か
ら
三
河
西
尾
藩
を
経
て
掛
川
に
入
り
ま
し
た
。
直
勝
・

十
九
首
と
井
伊
家

十九首塚のある
東光寺山門

十九首塚

池辺神社の八幡宮社遠景

池辺神社の八幡宮社

攻
め
取
る
こ
と
に
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
氏
真
が
逃
げ
込
ん
だ
掛
川
城
に
は
徳
川
家
康
が
攻
め
込
み
、
半
年
間
の
籠
城
の
末
、
開
城
、
掛
川
城
は
徳
川
氏
の
城
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で
名
門
今
川
氏
は
滅
亡
、
氏
真
は
小
田
原
北
条
氏
を
頼
り
そ
の
庇
護
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
の
泰
朝
の
動
向
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
今
川
家
臣
が
氏
真
を
見
限
っ
て
徳
川
、
武
田
氏
に
寝
返
る
中
、

泰
朝
は
最
後
ま
で
氏
真
に
忠
義
を
尽
く
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
忠
義
に
篤
い
泰
朝
に
と
っ
て
は
、
氏
真
に
よ
る
直
親
殺

害
の
命
令
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　
桶
狭
間
の
戦
い
以
降
、
井
伊
氏
や
飯
尾
氏
な
ど
の
西
遠
江
の
有
力
な
在
地
領
主
が
今
川
氏
か
ら
の
離
叛
の
動
き
を
著
し
く

す
る
中
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
最
前
線
に
い
た
の
が
今
川
氏
重
臣
の
朝
比
奈
氏
で
し
た
。
主
家
で
あ
る
今
川
氏
へ
の
篤
い
忠
誠

心
と
そ
の
命
令
は
絶
対
で
あ
り
、
今
川
離
叛
の
芽
を
摘
む
た
め
に
も
直
親
殺
害
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
の
研
究
で
は
、
首
級
は
京
都
、
胴
は
東
国
、
こ
の
両
者
の
間
隙
を
埋
め
る
逸
話
が
や
が
て
各
地

に
怪
奇
譚
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
首
塚
伝
承
・
伝
説
と
し
て
生
成
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
伝
承
・
伝
説
が
登
場
す
る
の
は
天

和
年
間
（
１
６
８
１
〜
８
３
）
以
降
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
掛
川
の
十
九
首
も
実
際
に
首
級
が
埋
葬
さ

れ
た
の
で
は
な
く
、
日
本
各
地
に
伝
わ
っ
た
将
門
首
塚
伝
説
の
中
の
一
伝
説
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

じ
ゅ
う
　
く
　
　
し
ょ
　
　
　
　
た
い
ら
の
　
ま
さ
　
か
ど

ろ
う
じ
ょ
う

あ
つ

い
い
お

て
ん
ぎ
ょ
う

ひ
た
ち

ら
く
ち
ゅ
う

て
ん
ま
つ

し
ょ
う
も
ん
き

か
い
き
た
ん

な

か
ん
げ
き

け
い
ち
ょ
うは

ち
ま
ん
ぐ
う

ま
た
む
ら
け
ん
ち
ち
ょ
う

ご
ん
げ
ん

は
ち
ま
ん
だ
い
ぼ
さ
つ

こ
う
い

さ
ず

ぶ
し
ん

し
ん
ぶ
つ
し
ゅ
う
ご
う

ち
ん
ざ

や
し
ろ

い

い
な
お
よ
し

ま
ん
じ

な
お
か
つ

こ
う
づ
け
あ
ん
な
か

み
か
わ
に
し
お

お
う
じ
ん

こ
う
そ
し
ん

す
う
け
い

ま
つ

ぶ
ん
し

い
け
べ

お
お
い
け

せ
ん
ざ

ま
つ

し
も

い
つ
わ

て
ん

ご
く
も
ん

さ
ら

ざ
ん
し
ゅ

し
ょ
う
も
ん
づ
か

ふ
じ
わ
ら
の
ひ
で
さ
と

し
の

し
も
つ
け

こ
う
づ
け

こ
く
ふ

し
ん
の
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し
る
し

ち
ん
あ
つ

と
う
ば
つ

ば
ん
ど
う

こ
ち

げ
こ
う

し
も
う
さ
こ
く
さ
し
ま

り
は
ん

ひ
　
ご



　
掛
川
城
下
で
の
井
伊
直
親
殺
害
と
十
九
首
に
つ
い
て
、
両
者
に
伝
説
を
紐
帯
と
し
た
深
い
関
係
性
を

想
定
し
ま
し
た
が
、
両
者
の
関
係
を
裏
付
け
る
史
料
は
存
在
し
な
い
た
め
、
積
極
的
に
首
肯
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
想
定
し
た
よ
う
な
関
係
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
い
く
つ
か
の
疑
問
点

も
残
り
ま
す
。

　
掛
川
藩
主
と
な
っ
た
井
伊
家
が
悲
運
の
将
、
直
親
の
終
焉
の
地
を
慰
霊
、
顕
彰
し
た
と
す
る
と
、
な

ぜ
「
平
将
門
の
首
塚
」
と
重
ね
合
わ
せ
て
祀
っ
た
の
か
、
祀
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
う

一
つ
の
疑
問
は
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
ま
で
は
「
井
伊
直
親
殺
害
の
地
」
と
し
て
の
伝
承
が
存
在
し

た
も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
「
平
将
門
の
首
塚
」
伝
承
だ
け
が
流
布
し
、
直
親
殺
害
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
十
九
首
は
、
掛
川
城
に
と
っ
て
裏
鬼
門
に
あ
た
る
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
現
世
と
、
神
域
も
し
く
は

死
後
の
世
界
と
し
て
の
常
世
と
を
分
け
る
境
界
と
し
て
の
象
徴
的
な
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
場
所
に
あ
る
十
九
首
は
、
平
将
門
の
首
塚
伝
説
と
井
伊
直
親
殺
害
の
伝
承
地
と
し
て
、
凶
事
の
封

じ
込
め
と
慰
霊
、
さ
ら
に
は
盆
供
な
ど
の
先
祖
供
養
を
混
然
と
さ
せ
な
が
ら
今
日
ま
で
地
元
の
人
々
に

よ
っ
て
祀
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
伝
説
と
伝
承
に
彩
ら
れ
た
十
九
首
は
、
地
元
の
人
々
の
篤
い
信
仰
と
と

も
に
い
く
つ
か
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
疑
問
符
を
投
げ
か
け
な
が
ら
、
ひ
っ
そ
り
と
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

　
江
戸
時
代
、
掛
川
藩
主
と
し
て
入
封
す
る
こ
と
と
な
っ
た
井
伊
直
勝
・
直
好
父
子
、
直
勝
は
彦
根
初

代
藩
主
直
政
の
長
男
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
直
勝
が
彦
根
藩
主
と
し
て
井
伊
宗
家
を
継
ぐ
は
ず
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
井
伊
家
の
度
重
な
る
内
紛
に
対
し
直
勝
が
家
中
を
統
率
す
る
能
力
に
欠
け
て
い
た
こ
と
と
、

直
勝
自
身
が
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
弟
の
直
孝
が
彦
根
藩
二
代
目
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

　
万
治
２
年
（
１
６
５
９
）
か
ら
四
代
に
わ
た
り
掛
川
藩
主
を
務
め
た
井
伊
家
で
す
が
、
掛
川
藩
で
の

よ
う
す
を
示
す
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
井
伊
家
の
足
跡
と
し
て
は
、可
睡
斎（
袋
井
市
）

に
高
さ
1.8
ｍ
程
も
あ
る
大
型
の
五
輪
塔
が
直
勝
・
直
好
父
子
の
墓
塔
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
彦
根

井
伊
家
の
菩
提
寺
は
清
涼
寺
（
滋
賀
県
彦
根
市
）
な
の
で
す
が
、
分
家
と
な
っ
た
直
勝
・
直
好
父
子
は

本
家
と
は
別
の
地
点
、
掛
川
藩
に
近
い
可
睡
斎
を
墓
地
と
し
ま
し
た
。
可
睡
斎
は
清
涼
寺
と
同
じ
く
曹

洞
宗
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
徳
川
家
康
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
と
の
関
係
を
意
識
し

て
可
睡
斎
に
墓
塔
を
建
立
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
油
山
寺
（
袋
井
市
）
に
あ
る
山
門

は
掛
川
城
か
ら
移
築
さ
れ
た
大
手
門
で
、万
治
２
年（
１
６
５
９
）に
井
伊
直
好
が
普
請
し
た
も
の
で
す
。

　
二
代
直
武
（
19
代
藩
主
）
は
「
愚
案
な
将
（
愚
か
な
藩
主
）」、「
婆
娑
羅
（
派
手
で
乱
れ
た
）」
と
評
さ
れ
、

あ
ま
り
評
判
は
良
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
直
武
の
足
跡
は
、
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
寛
永
寺
（
東

京
都
台
東
区
）
に
直
武
が
大
型
の
石
燈
籠
を
奉
納
し
て
お
り
、
現
在
、
羅
漢
寺
（
東
京
都
江
東
区
）
に

掛
川
藩
主
井
伊
家
四
代

井伊直勝墓塔（可睡斎） 井伊直好墓塔（可睡斎）

井伊直武が奉納した石燈籠（羅漢寺）

直
好
父
子
は
、
徳
川
四
天
王
と
し
て
徳
川
幕
府
黎
明
期
を
支
え
、
彦
根
藩
初
代
藩
主
と
な
っ
た
、
井
伊
直
政
の
長
男
と

孫
に
あ
た
り
ま
す
。
井
伊
直
政
は
戦
国
時
代
末
期
、井
伊
家
断
絶
の
危
機
を
直
虎
ら
と
と
も
に
救
っ
た
、井
伊
家
に
と
っ

て
は
ま
さ
に
中
興
の
祖
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
人
物
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
も
掛
川
の
地
は
、
井
伊
直
政
の
父
親
直
親
が
掛
川
城
下
で
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
に
見
舞
わ
れ

た
、
井
伊
家
に
と
っ
て
は
因
縁
の
地
で
し
た
。
井
伊
直
親
は
、
直
勝
・
直
好
に
と
っ
て
井
伊
家
中
興
の
祖
で
あ
る
直
政

と
並
ぶ
崇
敬
す
べ
き
祖
先
で
あ
り
、
井
伊
家
は
掛
川
藩
主
と
し
て
奇
し
く
も
崇
敬
す
べ
き
祖
先
終
焉
の
地
に
入
封
す
る

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
十
九
首
八
幡
宮
の
分
祀
と
遷
座
は
、
掛
川
藩
主
と
な
っ
た
井
伊
家
の
関
与
が
考
え
ら
れ
そ
う
で
す
。
あ
く
ま
で
も
想

像
の
域
を
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
十
九
首
の
地
名
の
起
こ
り
が
戦
国
時
代
末
期
の
16
世
紀
後
半
ま
で
遡
る
こ

と
と
、
17
世
紀
末
と
さ
れ
る
各
地
の
首
塚
伝
説
の
登
場
時
期
を
勘
案
す
る
と
、
十
九
首
の
地
名
は
直
親
終
焉
の
地
に
由

来
す
る
も
の
で
、
そ
の
慰
霊
と
顕
彰
の
た
め
に
井
伊
家
が
平
将
門
の
首
塚
伝
説
を
重
ね
合
わ
せ
祀
り
伝
え
て
い
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
二
つ
池
の
池
面
に
臨
む
八
幡
宮
の
景
観
は
、
井
伊
氏
の
発
祥
の
地
で
あ
る
井
伊
谷
の
奥
浜

名
湖
周
辺
や
、琵
琶
湖
を
臨
む
井
伊
彦
根
藩
の
本
拠
彦
根
城
周
辺
の
景
観
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
直
勝
・
直
好
・
直
武
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
井
伊
宗
家
と
し
て
彦
根
藩
主
を
継
承
す
る
血
筋
で
し
た
が
、
井
伊
家
分
家

と
し
て
の
存
在
を
幕
府
に
顕
示
す
る
と
と
も
に
関
係
を
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
、
家
康
ゆ
か
り
の
寺
院
に
墓
塔
を
建

立
し
た
り
、
幕
府
に
石
燈
籠
を
奉
納
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
三
代
直
朝
（
20
代
藩
主
）
は
参
勤
交
代
を
怠
る
と
い
う
失
態
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
参
勤
交
代
は
武
家
諸
法

度
に
も
規
定
さ
れ
た
重
要
な
奉
公
で
、
そ
れ
を
怠
れ
ば
改
易
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
直
朝
が
精
神
的
な
病
と
の
理
由

で
改
易
を
免
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
徳
川
幕
府
に
よ
る
、
井
伊
直
政
の
直
系
で
あ
る
掛
川
藩
井
伊
家
へ
の
並
々
な
ら

ぬ
取
り
な
し
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
巌
院
殿

　尊
前

延
寶
元
年
八
月
五
日

遠
州
掛
河
城
主

従
五
位
下
伯
耆
守

藤
原
姓
井
伊
氏
直
武

高
巌
院
と
は
顕
子
女
王
の
法
名
。

徳
川
幕
府
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
の

御
台
所（
正
室
）。

伏
見
宮
貞
清
親
王
の
第
三
王
女
。

延
寶
元
年（
一
六
七
三
）八
月
五
日
没
。

顕
子
女
王
の
死
を
悼
み
、掛
川
城
主

井
伊
直
武
が
石
燈
籠
を
奉
納
。

れ
い
め
い
き

ち
ゅ
う
こ
う
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こ

じ
ょ
お
う

ほ
う
み
ょ
う



静岡県掛川市

歴史ロマン溢れる掛川　悠久の地を訪ねる

竹の丸
掛川古城・
龍華院大猷院霊屋

JR掛川駅

中部電力●

NEC●

掛川市役所前駅

掛川西高●

●市立中央図書館

●

●掛川城公園駐車場（有料）

大手門駐車場（有料）

●NTT
●ウィタス138かけがわ

大日本報徳社
掛川城二の丸御殿

掛川城大手門・大手門番所

松ヶ岡 円満寺山門
（掛川城蕗の門）

東光寺

二の丸美術館
県道415号

県道37号

天竜浜名湖鉄道

東海道新幹線

至静岡

至国1掛川バイパス

至静岡

至浜松

至浜松

至⑫池辺神社八幡宮社

東海道本線

掛川城
十九首塚

→
→

→

←←←

←
←

←

←

←
←

←
①掛川城
室町時代、駿河守護の今川氏の命により家
臣朝比奈氏によって築城されたのが掛川城
のはじまりです。その後、現在の地に移され、
戦国時代には山内一豊が天守の普請ととも
に城域拡大と城下町を整備しました。

②掛川城二の丸御殿
安政の大地震（1854）で倒壊した後に造ら
れた御殿で、藩主の公邸、藩の役所、式典
などに使われました。全国に数カ所しかない
城郭御殿として、国の重要文化財に指定さ
れています。

③掛川古城と龍華院大猷院霊屋
室町時代、掛川城として最初に築かれ、中
世城郭の姿を伝えるのが掛川古城です。
本曲輪には、明暦2年（1656）、時の藩主北
条氏重が建立した三代将軍家光を祀る霊
廟があり、文政5年（1822）に再建され、現
在、県の有形文化財に指定されています。

④竹の丸
山内一豊による城郭整備に伴い拡張された
曲輪です。明治36年（1903）、江戸時代から
続く葛布問屋松本家の本宅が建てられまし
た。建物の随所に意匠が凝らされた近代和
風建造物として保存、整備を経て一般公開
されています。

⑤大日本報徳社
金次郞像で著名な二宮尊徳が唱えた報徳
の普及を行う報徳社の本社です。国の重要
文化財の大講堂をはじめ、仰徳記念館、淡
山翁記念報徳図書館など貴重な近代和風
建築から成る歴史的建造物群の宝庫です。

⑥二の丸美術館
江戸から明治にかけてのたばこ道具・印籠・
刀装具などの細密工芸品と、横山大観・東
山魁夷をはじめとする近代日本画の巨匠の
作品を収蔵、公開する和風建築の美術館
です。特にたばこ道具は全国有数のコレク
ションを誇ります。

⑦ステンドグラス美術館
19世紀イギリス、ヴィクトリア時代のステンド
グラス70点余りを収蔵、公開する世界的にも
大変珍しい美術館です。陽光とステンドグラ
スが織りなす光の交響曲をお楽しみいただ
けます。

⑧松ケ岡
江戸時代末期に建てられた掛川藩御用商
人山﨑家の住宅と屋敷地です。主屋と蔵な
どから成る建物群、堀に囲まれた屋敷地、
往事の豪商の屋敷構えが良好に保存されて
います。毎月第4土曜日の午前10時から午
後3時まで、一般公開されています。

⑨円満寺山門（掛川城蕗の門）
元、掛川城内堀（蓮池）畔にあった四脚門
で、明治5年（1872）、西町の円満寺に移築
されました。大手門から本丸・二の丸などの
城の要所に至る道筋にあり、小規模ながら
重要な門でした。柱の下2尺5寸（約76ｃｍ）
切り取って山門にしたと云われています。

⑩掛川城大手門と大手門番所
安政の大地震（1854）で倒壊、平成7年
（1995）に元の場所の北50mの現在地に再
建されました。楼門造りで、掛川城の表玄
関にふさわしい勇壮な門です。門の奥には、
城内の出入りを監視する番所が保存されて
います。

⑪十九首塚
天慶2年（939）古代史上最大の内乱、平将
門の乱により、朝廷軍に討伐された将門と
18人の首級が埋葬されたと伝わる首塚で
す。永禄5年（1562）、井伊直虎の許嫁であっ
た井伊直親が殺害された場所とも云われて
います。

⑫池辺神社八幡宮社
十九首に首塚とともに祀られていた八幡宮
でしたが、17世紀末から18世紀初頭に大池
地区の池辺神社に分祀されました。池辺神
社の北にある二つ池の池面に突き出た半島
部に鎮座しています。分祀には井伊家の関
与が想定されます。

●

④

①

⑩

⑧

⑪

⑨

②

⑥

ステンドグラス美術館
二の丸茶室 ⑦ ⑤

③

掛川市役所商業観光課
〒436-8650 静岡県掛川市長谷1-1-1
TEL.0537-21-1149（直通）

掛川観光協会ビジターセンター「旅のスイッチ」
〒436-0029 静岡県掛川市南1-1-1 JR掛川駅南口構内
TEL.0537-24-8711
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